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 １．研究目的 

   高齢者の日常生活において、彼らが自立歩行をしたり、杖やシルバーカーを用いたりすることによる移動範
囲の拡大は、本人の生活の質に影響を及ぼすことが知られている。しかし、高齢者の日常生活活動量が主
観的幸福感に及ぼす影響について検討されている対象者は主として在宅健常歩行自立者である。介護保
険施設入所者を対象とし、さらに移動手段による主観的幸福感を検討した研究は見当たらないのが現状で
ある。 

本研究は、セミクローズなコミュニティーで日常生活を過ごす介護老人保健施設入所者の中で、シルバー
カー移動の入所者と移乗自立で車椅子移動が自立している入所者の２群における覚醒時活動量（以下活
動量）と主観的幸福感（以下幸福感）を検討することである。 

 

 

 ２．研究方法  

   対象者を、シルバーカー移動の入所者７名（平均年齢80.9±5.1歳：以下シルバーカー群）と移乗が自立し
ている車椅子移動の入所者４名（平均年齢81.0±2.0歳：以下車椅子群）の計11名とした。本研究の対象者
は、１）HDS-Rが18点以上である者、２）BPSD（認知症による行動的心理的徴候）の観察されない者、３）コミ
ュニケーションが可能な者、４）本人より文章による研究参加のインフォームドコンセントが得られた者、とし
た。両群間における年齢、痛み・趣味の有無、BMI、抑うつ度（GDS15）ならびに健康状態・自己の体力
（Visual Analogue Scale）に有意差はなかった。 

  活動量は三次元加速度計（以下アクチグラフ）を３日間非利き手に装着することにより測定した。幸福感とし

てＰＧＣモラールスケール（以下PGC）を聴取した。両群間における活動量と幸福感との関係を検討した。ア

クチグラフより得られたデータの解析はStatViewJ-5.0を用いた。有意水準はすべて５％未満とした。 
 

 

 ３．研究結果 

両群間の活動量およびPGCに有意差は観察されなかった（ｐ＝0.663、ｐ＝0.705）。シルバーカー群では、
活動量とPGCの相関係数はr＝0.79と「正の強い相関関係がある」一方、車椅子群では、相関係数はr＝－
0.44（「負の相関関係はある」）を示した。 

 

 

 ４．考察（結論） 

   今回、両群間の活動量およびPGCには有意差は認められず、シルバーカー群における活動量とPGCの相

関は在宅高齢者の先行研究と同様な結果を示したが、車椅子群においては活動量が多いほど幸福感が

低くなる傾向を示した。このことは、今回は少数例だが、車椅子を移動手段とする施設入所者においては、

必ずしも活動量と幸福感は強く関係をもつとは示唆されなかった。つまり施設という限定された日常生活空

間内を車椅子で移動する当該群の幸福感は、活動量のみの要因とは限定されず、車椅子の使用期間や

日常生活における心理社会的な様々な要因が推測される。そのため、施設入所者に対する作業療法介入

においては、身体機能のみに限定することなく、個別・集団活動等を応用した心理社会機能に着目した介

入の重要性が示唆された。 
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